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国際交流協会映画上映会

�上映作品ガイアシンフォニー地

球交響曲第４番　�とき1 0月１日

（土）開演＝午後１時 3 0分（開

場＝同１時） �ところカリヨン

ホール（日生中央センタービル）

�内容地球は一つの大きな生命体

であるという「ガイア理論」を基

に地球環境問題を考えるドキュメ

ンタリー映画　�定員2 4 0人　�

入場料前売り＝5 0 0円、当日＝8 0 0

円（協会員は5 0 0円） �チケッ

ト国際交流協会事務局（予約・販

売）・阪急オアシス日生中央店

（販売） �申込・問合せ同事務

局（�766－8707・ＦＡＸ767－2255）

町営住宅の入居者

�募集期間９月1 5日（木）～同3 0

日（金）（土・日・祝日を除く）

�申込資格①募集日の初日の３カ

月前から町内に在住・在勤の人

②5 0歳以上の単身者または同居の

親族のある人（予定を含む）で夫

婦または親子世帯で２人以上が同

居できる人　③現在、住宅に困っ

ている人　④別途収入資格要件あ

り　 �申込方法 道路河川課、日

生・六瀬住民センターに備え付け

の申込用紙に記入のうえ、必要書

類を添付し、道路河川課へ持参

（郵送不可）。申請書類は、ホーム

ページよりダウンロード可。申込

み多数の場合は公開抽選　�募集

住宅の概要部屋＝409号（３ＤＫ）、

所在地＝若葉１丁目 5 0－１、構

造＝鉄筋コンクリート造（エレベ

ーターなし）、入居日＝入居可能

日から1 0日以内（1 0月中旬予定）、

家賃＝公営住宅法に準じ収入によ

って決定　 �問合せ 道路河川課

（�766－8705）

赤ちゃん交流会の参加者

�とき９月2 8日（水）午前1 0時～

同1 1時3 0分　�ところ子育て学習

センター　�内容ふれあい遊びや

子育てのお話など　�対象町内在

住の０歳児と保護者　�定員先着

1 5組　�申込・問合せ子育て学習

センター（�766－7800）

一庫マラソンの参加者

�とき1 1月2 3日（祝） �種目・

資格２㎞ペアの部＝小学生と保護

者、３㎞の部＝小学５～６年生・

女子中学生、５㎞の部＝男子中学

生以上・女子1 5歳以上（中学生は

除く）、1 0㎞の部＝1 5歳以上の男

女（中学生は除く）、ハーフマラ

ソンの部＝1 5歳以上の男女（中学

生は除く） �参加料２㎞ペアの

部・高校生以下＝2 , 0 0 0円、一般５

㎞・1 0㎞＝3 , 0 0 0円、一般ハーフ＝

3 , 5 0 0円　�申込期限1 0月1 4日（消

印有効） �申込・問合せ大会開

催要項に添付されている申込用紙

（郵便振替用紙も添付）に必要事

項を記入し、参加料を添えて郵便

局で振り込みまたは大会事務局

（〒6 6 6－8 5 0 1川西市中央町1 2－１

川西市教育委員会内川西一庫ダム

周遊マラソン大会事務局�7 4 0－

1245・FAX740－1321）

平成1 8年度県立障害者高等技

術専門学院生

�科目（いずれも１年制）①情報

サービス科　②パソコンＮＣ科

③ビジュアルデザイン科　④パソ

コンＣＡＤ科　�定員各科とも1 0

人（募集要件あり） �対象身体

に障害のある人で、障害の状態が

固定し、職業訓練を受けることに

より、再発や悪化の恐れがない人

など　�募集期限1 0月1 2日　�授

業料無料（教科書代および検定受

験料などは自己負担） �問合せ

同学院（�078－927－3230）

1 8年度県立障害者高等技術専

門学院『食品加工科』訓練生

�対象療育手帳所持者、阪神間に

住所を有するなど同学院の提示す

る条件をすべて満たしている人

�定員1 5人　�募集期限1 0月1 7日

�訓練内容職業人としての基礎学

力・社会性・道徳性の指導など

�訓練場所阪神友愛食品㈱能力開

発センター（西宮市） �授業料

無料（教科書などは自己負担）

�問合せ 同学院（ �0 7 8－9 2 7－

3 2 3 0）・阪神友愛食品㈱能力開発

センター（�0798－41－8301）

やすらぎ支援事業

�利用時間平日および土曜日の午

前９時～午後５時　�利用時間１

時間当たり 3 0 0円（時間外は 4 0 0

円） �対象在宅で暮らす認知症

高齢者とその家族　�内容支援員

が散歩や趣味活動、話し相手にな

り、落ち着いた在宅生活を送れる

よう、また家族の介護負担を軽減

しようとする、認知症ケア専門の

サービス　�申込・問合せ社協ゆ

うあい在宅介護支援センター（�

766－1200）

戦没者などの遺族に対する特別

弔慰金

�対象者戦没者などの死亡当時の

遺族で、平成1 7年４月１日におい

て公務扶助料や遺族年金などの受

給権者がいない場合、次の順位に

従って特別弔慰金を支給します。

１.戦傷病者戦没者遺族等援護法

による弔慰金の受給権者　２.戦

没者等の子　３.戦没者などと生

計関係を有していた①父母②孫③

祖父母④兄弟姉妹（平成1 7年４月

１日において遺族以外の人と婚姻

して姓が変わったまたは遺族以外

の人の養子になった人は除く）

４.上記３以外の①父母②孫③祖

父母④兄弟姉妹　５.上記１から

４以外の三親等内親族（戦没者な

どの死亡時まで引き続き１年以上

生計関係を有していた人に限る）

�支給内容額面4 0万円、1 0年償還

の記名国債　�請求期限平成2 0年

３月3 1日　�請求・問合せ健康福

祉課（�766－8701）

軍人恩給の受給資格の調査
旧軍人で恩給を請求したことが

なく、共済年金など公務員退職な

どによる年金を受給していない人

（本人死亡の場合はその妻）は、

健康福祉課にある「履歴申立書」

を終戦当時に本籍地のある都道府

県援護担当課に提出してくださ

い。

� 問合 せ 県援護室恩給係（ �

078－341－7711内線2997・2999）

平成 1 8年度から「県民緑税」

を導入
県では、森林の荒廃や都市の緑

の喪失が進む中、多様な公益的機

能を有し、県民生活に密接にかか

わる「緑」の保全・再生を社会全

体で支える仕組みとして、平成1 8

年度から「県民緑税」（県民税均

等割の超過課税）を導入し、災害

に強い森づくりや防災・環境改善

のための都市の緑化を進めます。

�税率個人＝8 0 0円、法人＝均等

割額の1 0％相当額（2 , 0 0 0円～８万

円）（年額） �問合せ県税務課

（�078－362－3086）
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勇気を出して応急手当てを！

22組が自慢の“のど”を披露�

�８月2 1日、文化体育館

で「2 0 0 5たそがれコンサ

ート＆ＴＥＥＮＳ’Ｍ

ＵＳＩＣ　ＦＥＳＴＩ

ＶＡＬ」が行われまし

た。1 0代で結成した音楽

グループ７団体が、そ

れぞれのオリジナル曲

などを演奏しました。

また、司会やプログラ

ム作りなども自ら手が

け魅力あるコンサート

となりました。

�８月2 8日、文化体育

館で町制施行5 0周年記

念事業として「ＮＨＫ

のど自慢」が開催され

ました。前日の予選会

に出場した2 5 0組の中

から、見事勝ち抜いた

2 2組が自慢の“のど”

を披露しました。約

9 0 0人の観覧者は、生

放送ならではの緊張感

と迫力を楽しんでいま

した。

活気ある青少年が熱唱！

�９月４日、ジャスコ猪名

川店で９月９日の「救急の

日」を前に、“救いたい！

ＡＥＤで救える命”をテー

マに「救急フェア」を開催

しました。多数の来場者の

もと、ＡＥＤ（電気ショッ

ク）を使った心肺蘇生法体

験や救急資機材の展示、は

しご車・救急車と一緒に記

念撮影などを行いました。


